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数ですがメール、ＦＡＸ、電話等でその旨をご連

絡下さいますようお願い申し上げます。 

年度更新、算定基礎届 

労働保険（労災、雇用）の年度更新、社会保険

の算定基礎届の準備はできていますか。

弊事務所では、年度更新、算定基礎届を御社に

変わって手続きします。 

ご利用の方はご連絡ください。御見積りします。
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障害年金
病気や怪我の後遺症等の障害のために社員が仕

事に就けないときのセーフティネットとして障害

年金があります。今回は、障害年金の受給要件、

受給のための注意点を中心に考えてみます。 

 障害年金とは  

傷病手当金は、病気や怪我によって仕事に就け

ないときのセーフティネットです。最長で 1年６

ヶ月間支給されます。１年６ヶ月経っても病気が

治らない、あるいは後遺症のために仕事に就けな

い、このようなときに障害年金が受給できること

があります。 

受給するためには、障害の程度がある一定の基

準を充たしていることが必要です。これを認定と

言います。障害は重さによって３等級に分けられ

ています。日常生活能力に支障を生じる状態が１

級、２級、そして労働能力に支障を生じる状態が

３級となっています。 

支給額は、大雑把に言うと１級で老齢厚生年金

額の１．２５倍、２級で１．０倍、３級で報酬比

例の年金額相当額となります。１級、２級にはこ

れに子の加算と配偶者加算が付与されることがあ

ります。 

 何時から受給できるか  

受給時期は障害の状態になった時期により次の

３つのケースがあります。 

①治療をしても回復の見込みがなくなったとき、

②初診日から１年６ヶ月経ったが、まだ治らない

とき、③初診日から１年６ヶ月以降に悪くなった

とき。この日を、認定日を言います。 

①は、例えば手足を切断したり、心臓ペースメ

ーカーを装着したり日です。②は、初診日から１

年６ヶ月後も治療中のときです。例えば、うつ病

の治療を受けているときです。③は症状が進行し

たときです。 

１年６ヶ月とあると、傷病手当金と連動してい

ると勘違いすることがありますが、連動していま

せん。改めて受給請求が必要です。 

 受給のためには  

３つの要件をクリアすることで、障害年金を受

給することができます。①認定日に障害の程度が

基準に達していること（程度要件）、②初診日に国

民年金保険または厚生年金保険の被保険者であっ

たこと（資格要件）、③初診日以前に保険料を納め

ていること（納付要件）。 

①は、認定を受けることにより確定しますが、

認定は書類審査だけで行われます。書類は、医師

の作成する診断書と本人または社会保険労務士の

作成する申立書を基に決定されます。老齢年金や

遺族年金は年齢や生死の事実だけで認定が行われ

ますが、障害の状態の認定には主観が入ります。

これが、障害年金の受給を困難にしています。 

実務的には②、③の初診日の特定も大変です。

怪我のときの初診日は明白です。ところが、うつ

病のように初めは気分が優れないと受診したもの

の、なかなか良くならずに、他の病院を転々とす

ることがあります。うつ病と診断された日が初診

日ではないので、本当の初診日の記録も記憶も定

かでなくなり、初診日が特定できないときがあり

ます。特定できないと、受給要件が証明できない

ので原則として障害年金が受けられません。  

 会社のすべきこと  

障害年金に対して、会社の義務はありません。

しかし、障害年金を必要とする社員あるいはその

家族には、障害年金の概要を教示し、適切な社会

保険労務士を紹介して欲しいものです。この様な

ことも社員を大切にする会社になる要件です。 


